
平成２９年度地域づくり人材養成講座 第１回ワークショップ開催概要 

 

日  時 平成２９年５月２１日（日） １３：００～１５：３０ 

場  所 尾崎中央ふれあい会館 

指導・助言者 東海学院大学人間関係学部心理学科 客員教授 宮本邦雄 先生 

受講者 ４１名 

共  催 
岐阜県環境生活部県民生活課 

各務原市産業活力部いきいき楽習課 

内  容 ◆あいさつ 
１ 県担当者 
２ 市担当者 
 
◆全体会 
１ 尾崎地区の紹介 
２ 東海学院大学の紹介 
 
◆グループ交流会 
ワールドカフェ形式で、「尾崎地区の良いところ、強みや課題」をテーマに話し合いま

した。 
 

  ワールドカフェとは・・・ 
   まるでカフェにいるような寛いだ環境の中で自由におしゃべりする場のこと。 

テーマと時間だけは、あらかじめ決めていますが、成果や結論は求めません。 
 
☆主な意見 

＜尾崎地区の良いところ、強み＞ 

 ○環  境：緑が多い、自然が豊か、夜景がきれい、坂が多い、静かな住宅地、高台  

 ○インフラ：公共施設が近くにある、公園が多い、コンパクトシティ、 
バスがよく通っている、岐阜市・名古屋市に行ける 

 ○ 人  ：知識豊富なシニアが多い、外国の方が多い、 
三世代そろっている、色んな職種の人がいる 

 ○自 治 会：活動が活発、ずっと続いている 

 ○名  所：三峰山、早咲き桜 
 
 
 
＜尾崎地区の抱える地域課題＞ 

 ・若者が少なくなり、高齢者が多くなってきた 

 ・空き家・空き部屋が多くなってきた 

 ・自然と集まり、交流できる場がない 

 ・自治会活動に対して住民の温度差がある 

 ・坂道が多い 

 ・公園は多いが、遊具が不十分 

 ・お店の閉店時間が早い 

 

▲指導・助言者の宮本先生 



☆各グループの意見 

○１グループ 
 ・自治会の問題が多く出た 
 
○２グループ「地域の魅力再発見～早咲き桜を活かして～」 
 ・地域のつながりはあるが、自治会離れも起きている 

→地域住民だけでなく、外部の方も参加できるイベントがあるとよい 
→紹介されたこともある「早咲き桜」をテーマにやってみるのはどうか 

 ・空き家対策も必要 
 
○３グループ「尾崎Ｒｅｂｏｒｎ」 
 ・よいところがたくさんある反面、残念なところもある 
   →今あるモノを活かしつつ、ないモノをつくっていきたい 
 
○４グループ「あたらしくてふるい尾崎」 
 ・普段あまり考えていなかったが、尾崎のよさを再認識できた 
 ・開発から約４０年が経ち、街も人も円熟味も増してきた 
   →５年・１０年先を考える必要がある 
 
 
 
 
＜宮本先生コメント＞ 

・尾崎地区は、自然が豊かで住みやすいだけでなく、社会的資源も豊富なのではないか 

・次回以降、学び合いながら具体的な方向性を決めていきたい 

 

 


